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Atmel AVR 8ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ

AT12074 : ATmega324PB Xplained Pro実演

応用記述

序説

この応用記述はAtmel® ATmega324PB Xplained Proｷｯﾄでの実演応用を記述します。この応
用はATmega324PB Xplained Proｷｯﾄで使うことができる各種拡張基板を利用する温度記録器
です。

これはOLED表示器に室温を表示してﾃﾞｰﾀを記録するのにIO1 Xplained Proｷｯﾄ上のﾏｲｸﾛSD
ｶｰﾄﾞを使います。一旦OLED1 Xplained Pro上のBUTTON1が押されると、再び同じ(BUTTON 
1)釦が押されるまで周期的にﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞへの温度値格納を開始します。

IO1 Xplained Proは温度感知器と温度値を格納することができるﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞを取り付ける設
備を持ちます。OLED1 Xplained Proｷｯﾄは使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとして使われるOLED表示器を
持ちます。

ｿｰｽ ｺｰﾄﾞはこの応用記述と共にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることで入手可能です。

特徴

・ IO1 Xplained Pro上で利用可能なAT30TSE758を使って室温を感知

・ ﾃｷｽﾄ ﾌｧｲﾙに室温を格納するのにﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞでFATﾌｧｲﾙ ｼｽﾃﾑを使用

・ 使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用のOLED表示器と押釦
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1. 事前必要条件
本資料で検討される解決策は以下が必要です。

・ Atmel Studio 7.0またはそれ以降

・ ATmega324PB Xplained Proｷｯﾄ

・ IO1 Xplained Proｷｯﾄ

・ OLED1 Xplained Proｷｯﾄ

・ この応用記述と共にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることで入手可能が実演応用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

2. 構成設定

2.1. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定

この応用記述で提供される例ｺｰﾄﾞはATmega324PB Xplained Proｷｯﾄと、IO1 Xplained ProとOLED1 Xplained Proの拡張基板を使い
ます。

2.1.1. ATmega324PB Xplained Pro

この評価ｷｯﾄはATmega324PBﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄ
ﾛｰﾗを評価するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤で
す。これは基板上の組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを含
み、故にATmega324PBをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞして
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするための外部ﾂｰﾙが全く必要あ
りません。

ATmega324PB Xplained Proは各種Xplain 
ed Pro基板に接続するためにﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄ
ﾛｰﾗの入出力へのｱｸｾｽを提供するEXT1, 
EXT3,EXT4の拡張ﾍｯﾀﾞを持ちます。

この評価ｷｯﾄのより多くの詳細はwww.atme 
l.comで入手可能なATmega324PB Xplaine 
d Pro使用者の手引きを参照してください。
「参考文献」章をご覧ください。

図2-1. ATmega324PB Xplained Proｷｯﾄ

2.1.2. IO1 Xplained Pro

Atmel IO1 Xplained Pro拡張基板はXplain 
ed Pro基盤用の標準拡張基板です。これ
はどのXplained Proｷｯﾄ上のどのXplained 
Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞに接続します。IO1 Xpla 
ined ProはﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞ、温度感知器、光
感知器、それ以上を含み、Xplained Proｷｯ
ﾄに多種多様な機能を与えるように設計さ
れています。「参考文献」章もご覧くださ
い。

図2-2. IO1 Xplained Pro基板
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2.1.3. OLED1 Xplained Pro

OLED1 Xplained Proは3つのLED、3つの押釦、1つのOLED表示器を持つXpl 
ained Pro基盤用の基本拡張基板です。OLED表示器は100MHzまでのSPIｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽ経由で制御されます。OLED1 Xplained ProはどのXplained Proｷｯﾄ上
のどのXplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞにも繋がります。「参考文献」章もご覧くださ
い。

OLED1 Xplained Proには利用可能な3つの押釦があります。釦が押されると、
対応する入出力ﾋﾟﾝがGNDに接続接続されます。OLED1 Xplained Proには外
部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗が全くなく、故に目的対象ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗで内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗
が許可されなければなりません。

図2-3. OLED1 Xplained Pro基板

Xplained Pro
IDﾁｯﾌﾟ
ATSHA204

OLED表示器

LED

押釦

2.1.4. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ接続

本項はAtmel Studio 7とATmega324PB XDplained Proを接続す
る方法と、ATmega324PB XDplained Proｷｯﾄに拡張基板を接続
する方法も使用者に案内します。

ATmega324PB Xplained Proｷｯﾄが最初にｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続される
時に、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑはﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙを実行す
るでしょう。Windows®のﾀｽｸ ﾊﾞｰは右の複写画像で表示されるよ
うにﾒｯｾｰｼﾞが飛び出すでしょう。

図2-4. ATmega324PB Xplained Proﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｲﾝｽﾄｰﾙ

一旦ATmega324PB XDplained Proｷｯﾄが通電されると、緑の電源LEDが点灯し、Atmel StudioはどのXplained Pro MCUと外部基板
が接続されているかを自動検出するでしょう。以下の図で示されるようにAtmel Studioはﾃﾞｰﾀｼｰﾄとｷｯﾄ資料のような関連情報を提供
するでしょう。

図2-5. Atmel Studioで検出されたATmega324PB Xplained Pro
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この応用は以下の図で示されます。この図はEXT4に接続されたOLED1 Xplained ProとEXT1に接続されたIO1 Xplained Proを示し
ます。EXTﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ詳細についてはｷｯﾄ使用者の手引きを参照してください。

図2-6. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ接続

2.2. ｿﾌﾄｳｪｱ構成設定

応用記述と共のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞで利用可能な実演
応用はAtmel Studio 7.0で開発されています。

Atmel Studioにｺｰﾄﾞを読み込むには、

 1. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと連携するｿｰｽ ｺｰﾄﾞを得るため
に.zipﾌｧｲﾙを抽出(解凍)してください。

 2. Atmel Studioを開始し、File⇒Openへ行っ
てProject/Solutionをｸﾘｯｸしてください。
ｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰは(Ctrl+Shift+O)です。

図2-7. Atmel Studioで例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く

 3. OpenProjectﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が現れます。

 4. 例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ解決策ﾌｧｲﾙ(.atsln)を選択してOpenをｸﾘｯｸしてください。

 5. 代替方法は抽出(解凍)したﾌｫﾙﾀﾞで(.atsln)ﾌｧｲﾙをﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸすることです。この動作はAtmel Studioを開始してﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを読み
込みます。

 6. 下図で示されるようにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが開きます。

図2-8. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨﾝﾄﾞｳ
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 7. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするのに、Project⇒Properties⇒
Tool⇒Selected Debugger/Programmerへ行き、右で
示されるようにToolをEDBG、InterfaceをJTAGとして選
んでください。

図2-9. ﾂｰﾙとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの設定

 8. 応用をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞして(書き込んで)実行するには以下の2つの任意選択があります。

- 基板でのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してください。ここで使用者はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞをすることができます。

- ﾃﾞﾊﾞｲｽ内に生成された.hexﾌｧｲﾙをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞして応用を実行してください。

以下の捕獲画面で示されるようにAtmel Studioでこれらの任意選択の1つを選ぶことができます。

図2-10. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始 図2-11. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞと中断で開始

3. 実演応用実験
本章は時器を用いて周期的な規則で汎用入出力の手動設定/解除を使って生成されるPWM波形はｿﾌﾄｳｪｱPWMと呼ばれます。

3.1. 応用概要

この応用記述で実演される応用は温度を測定してその後にOLED表示器に同じ物を表示します。OLED1 Xplained Pro上のBUTTO 
N1が押されると、100ms毎に温度値をﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞに格納することを始め、このﾃﾞｰﾀ記録はBUTTON1が再び押されるまで続きます。

実演ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは次の3つの部分から成ります。

・ 温度読み込み

・ 温度表示

・ ﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞでの温度格納

3.1.1. 温度読み込み

この実演応用では室温を測定するのにIO1 Xplained Pro基板で利用可能な温度感知器(AT30TSE758)が使われます。温度感知器
の値はI2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ経由で読まれます。より多くの詳細についてはﾃﾞﾊﾞｲｽ(AT30TSE752A/754A/758A)のﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してくだ
さい。

main()関数内でI2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを初期化するためにtemp_sensor_init()使用者定義関数が呼ばれます。一旦I2C通信が確立されると、
temp_sensor_read()関数を使ってAT30TSE758から温度感知器の値が読まれます。

注: http://www.atmel.com/tools/digitaltemperaturesensordevelopmentlibrary.aspx?tab=overviewで入手可能なﾃﾞｼﾞﾀﾙ温度感知器
開発ﾗｲﾌﾞﾗﾘを使って温度を読むことも可能です。

http://www.atmel.com/tools/digitaltemperaturesensordevelopmentlibrary.aspx?tab=overview
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3.1.2. 温度表示

温度はOLED表示器で継続的に表示されます。

OLED1 Xplained Proは128×32ﾋﾟｸｾﾙ白単色OLED表示器、WiseChip Semiconductor Inc.からのUG-2832HSWEG041が特徴です。
この表示器はSolomon Systechによる組み込みSSD1306表示制御器を持ち、4線SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ+ﾘｾｯﾄ経由で制御されます。OLED表
示器はSPIのMISOH信号を持ちません。これはﾃﾞｰﾀが表示器に書かれるだけで読めないことを意味します。

main()関数内でSSD1306表示制御器を初期化するために(ｸﾞﾗﾌｨｸｽ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ内で定義される)gfx_mono_init()ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数が呼ばれま
す。表示器に温度を示すのにgfx_mono_draw_string()ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数が使われます。

3.1.3. ﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞでの温度格納

IO1 Xplained ProはSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ経由でｶｰﾄﾞに接続するﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞ用ｺﾈｸﾀが特徴です。

実演応用はﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞに目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ(ATmega324PB)を接続し、ﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞでFATﾌｧｲﾙ ｼｽﾃﾑを乗せ、ﾃｷｽﾄ ﾌｧｲﾙを開い
てそのﾃｷｽﾄ ﾌｧｲﾙ内に温度を格納します。

この応用では、一旦OLED1 Xplained Pro上のBUTTON1が押されると、100ms毎に温度値がﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞに格納されます。ﾃﾞｰﾀ記
録は再びBUTTON1が押されるまで続きます。

3.2. 手順と結果

以下の図で示されるようにATmega324PB Xplained Proｷｯﾄ乗のﾃﾞﾊﾞｲｽ(ATmega324PB)内に応用が書き込まれると、OLED1 Xplained 
Proで見つかるOLED表示器で温度が表示されます。

図3-1. OLED表示器で表示される温度

OLED1 Xplained Pro上のBUTTON1が一度押されると、ﾃﾞｰﾀ記録が始まります(即ち、100ms毎に温度値がﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞに格納され
ます)。LED1がONに切り替わり、OLED表示器で”Logging Data ～”ﾒｯｾｰｼﾞも表示されます。これは以下の図で示されます。

図3-2. ﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞでの温度格納

ﾃﾞｰﾀ記録は再びBUTTON1が押されるまで続きます。再びBUTTON1が押されると、ﾏｲｸﾛSDｶｰﾄﾞでのﾃﾞｰﾀ記録が停止され、LED1
がOFFに切り替わります。
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4. 参考文献
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